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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

中間連結会計期間
第32期

中間連結会計期間
第31期

会計期間
自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2024年４月１日
至　2025年３月31日

売上高 （千円） 4,436,147 5,004,699 9,206,653

経常利益 （千円） 568,833 602,203 1,116,133

親会社株主に帰属する

中間（当期）純利益
（千円） 397,677 372,363 331,666

中間包括利益又は包括利益 （千円） 378,004 371,642 356,894

純資産額 （千円） 3,676,741 3,870,166 3,663,524

総資産額 （千円） 5,293,611 5,547,281 5,379,071

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 73.88 69.25 61.77

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） 73.67 － 61.60

自己資本比率 （％） 69.0 69.2 67.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 520,732 400,555 1,057,539

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △43,585 △314,832 △196,065

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △429,087 △237,882 △495,763

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 2,307,492 2,473,025 2,625,143

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第32期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　なお、当中間連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　中

間連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

　また、オートレックス株式会社の全株式を取得したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間における当社グループ（当社及び当社の関係会社）の財政状態及び経営成績の状況の概略は次

のとおりであります。

①財政状態の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産合計は、5,547,281千円となり、前連結会計年度末に比べ168,209千円増

加いたしました。

これは主に、のれんが212,753千円増加したことによるものであります。

 

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は、1,677,115千円となり、前連結会計年度末に比べ38,431千円減少

いたしました。

これは主に、長期借入金が26,664千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、3,870,166千円となり、前連結会計年度末に比べ206,641千円増

加いたしました。

これは主に、利益剰余金が173,632千円増加したとともに、自己株式が28,774千円減少したことによるもので

あります。

 

②経営成績の状況

当中間連結会計期間における我が国経済は、春季労使交渉における賃上げや雇用環境の改善を背景として、個人

消費の持ち直し傾向が継続しました。輸出や設備投資も当初の想定を上回る回復を示し、2025年４-６月期の実質

GDPは前期比0.5%増となり、５四半期連続のプラス成長を記録しました。一方で、エネルギー・原材料価格の高止

まりや為替の動向を背景とした物価上昇により、企業・家計のコスト負担は依然として高い水準にあり、特に中小

企業では慎重な経営姿勢が続いております。また、米国の通商政策動向、世界的な景気減速懸念や地政学的リスク

など、先行きの不確実性は引き続き高い状況にあります。

情報・通信業界においては、デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進が引き続き加速しており、企業や

自治体など多様な分野でのデジタル活用が一層進展しております。特に、生成AIの活用は試行段階から本格導入の

フェーズへと移行し、業務効率化や新たな価値創出に向けた取り組みが広がっております。このような環境下、デ

ジタルサービスの需要は底堅く、今後も中長期的な市場拡大が見込まれます。当社グループにおきましては、こう

した市場環境のもと積極的なサービス開発およびソリューション提案を継続し、生成AIを含む新技術領域への取り

組みを強化することで、成長機会の獲得と事業規模の拡大を進めてまいりました。

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は5,004,699千円（前年同期比12.8％増）、EBITDA（営業利益

＋減価償却費＋のれん償却額）は714,362千円（同13.4％増）、営業利益は598,452千円（同5.7％増）、経常利益

は602,203千円（同5.9％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は372,363千円（同6.4％減）となりました。な

お、当中間連結会計期間より、継続的な事業成長や中長期的な企業価値の向上をより適切に把握することを目的と

して、EBITDAを経営指標として開示しております。

セグメント別の経営成績につきましては、以下のとおりです。なお、当中間連結会計期間より、報告セグメント

の区分を変更しており、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた

数値で比較しております。
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（ビジネスコミュニケーション事業）

法人向けSMS配信サービス「メディアSMS」、AIを活用したIVRサービス「TeleForce」、EC事業者向けCRMシス

テム「アクションリンク」など、企業とユーザーの接点強化を支援するコミュニケーションプラットフォームを

提供しております。

金融機関の不正アクセス対策の本人認証需要を捉えたことに加え、アクションリンク事業の黒字化が定着した

結果、当中間連結会計期間のビジネスコミュニケーション事業の売上高は3,124,385千円（同13.7％増）とな

り、セグメント利益は909,285千円（同23.2％増）となりました。

 

（オートモーティブプラットフォーム事業）

自動車販売業務支援システム「symphony」をはじめ、自動車アフターマーケット事業者の業務効率化を支援す

る多彩なソリューションを提供するほか、自社メディア「CARPRIME」など自動車メディアの運営も行っておりま

す。

国内最大のトラック専門中古車情報サイト「トラックバンク」を取得したことにより、カーソリューション

サービスの有料アカウント数が前年同期比で+533件と堅調に増加いたしました。一方で、8月にリリースしたク

ラウド車検整備請求システム「Quicar」のプロダクト開発等の成長投資を引き続き行った結果、当中間連結会計

期間のオートモーティブプラットフォーム事業の売上高は851,317千円（同5.2％増）となり、セグメント利益は

127,727千円（同33.3％減）となりました。

 

（AI事業）

AI、ブロックチェーン、web3.0といった最先端技術を活用し、当社グループの既存サービスの価値向上と、次

世代を担う新規事業の創出を推進しております。

音声AIエージェントと電話通信をシームレスにつなぐクラウド通信基盤「onBridge（オンブリッジ）」の開発

を計画通りに進めた結果、当中間連結会計期間のAI事業の売上高は3,550千円（同80.5％増）となり、セグメン

ト損失は42,061千円（前年同期は24,039千円の損失）となりました。

 

（オートサービス事業）

自動車事故で損害を受けた自動車の修理から、レッカー、代車貸出までワンストップでカバーするサービスの

提供と、自動車整備・中古車販売事業を行っております。

売上高は堅調に推移したものの、５月の岡崎営業所開設に伴う一時費用発生の結果、当中間連結会計期間の

オートサービス事業の売上高は1,025,445千円（前年同期比16.9％増）となり、セグメント利益は32,586千円

（同17.5％減）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ152,159千円減少し、2,473,025千円

となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、400,555千円の収入（前年同期は520,732千円の収入）となりました。これ

は主に、税金等調整前中間純利益629,401千円があった一方、法人税等の支払額253,075千円があったことによるもの

であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、314,832千円の支出（前年同期は43,585千円の支出）となりました。こ

れは主に投資有価証券の売却による収入が252,701千円あった一方、有形固定資産の取得による支出が122,704千

円、無形固定資産の取得による支出が81,347千円、投資有価証券の取得による支出が139,226千円、連結の範囲の

変更を伴う子会社株式の取得による支出が227,849千円あったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、237,882千円の支出（前年同期は429,087千円の支出）となりました。こ

れは主に、長期借入金の返済による支出27,364千円、配当金の支払額198,730千円があったことによるものであり

ます。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,924,000

計 19,924,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,475,400 5,475,400
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお単

元株式数は100株で

あります。

計 5,475,400 5,475,400 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、2025年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

２．2025年６月26日付の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、2025年７月25日付で自己株式15,700株

を処分しております。

３．提出日現在の発行済株式のうち、15,700株は、譲渡制限付株式報酬として、自己株式を処分した際の現物出資

（金銭報酬債権30,787千円）によるものであります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

2025年４月１日～
2025年９月30日

－ 5,475,400 － 657,660 － 621,692

 

（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

LINEヤフー株式会社 東京都千代田区紀尾井町１番３号 866,000 16.07

株式会社インディゴベース 東京都港区浜松町二丁目２番15号 680,000 12.62

谷口　政人 東京都港区 374,700 6.95

奥岡　征彦 東京都港区 358,500 6.65

ＬＩＣＨＦＩＥＬＤ　ＬＰ

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ

　銀行）

ＮＥＷ　ＳＴＲＥＥＴ　２６　ＪＥ　－

　ＪＥ２　３ＲＡ　ＳＴ．　ＨＥＬＩＥ

Ｒ，　ＪＥＲＳＥＹ

（東京都千代田区丸の内一丁目４番５

　号）

351,700 6.52

近藤　智司 愛知県名古屋市中区 341,900 6.34

ＴＡＫＵＭＩ　ＣＡＰＩＴＡＬ　Ｍ

ＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＭＡＳＴＥＲ

　ＦＵＮＤ　ＬＰ

（常任代理人　香港上海銀行東京支

　店）

ＤＥ　（ＣＡＹＭＡＮ）　ＬＩＭＩＴＥ

Ｄ，　ＬＡＮＤＭＡＲＫ　ＳＱＵＡＲＥ

，　ＷＥＳＴ　ＢＡＹ　ＲＯＡＤ，　Ｇ

ＲＡＮＤ　ＣＡＹＭＡＮ，　ＫＹ１－９

００６，　ＣＡＹＭＡＮ　ＩＳＬＡＮＤ

Ｓ

（東京都中央区日本橋三丁目１１番１

　号）

283,300 5.25

株式会社ＳＫコーポレーション
愛知県名古屋市中区丸の内三丁目15番29

号
276,000 5.12

株式会社新東通信
愛知県名古屋市中区丸の内三丁目16番29

号
133,200 2.47

ファブリカ従業員持株会 愛知県名古屋市中区錦三丁目５番30号 83,242 1.54

計 － 3,748,542 69.58

（注）１．上記のほか、当社は自己株式88,601株を保有しております。
　　　２．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切捨てて表示し
　　　　　ております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 88,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,384,100 53,841

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。なお

単元株式数は100株であり

ます。

単元未満株式 普通株式 2,700 － －

発行済株式総数  5,475,400 － －

総株主の議決権  － 53,841 －

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ファブリカ

ホールディングス

東京都港区赤坂一

丁目11番30号
88,600 － 88,600 1.61

計 － 88,600 － 88,600 1.61

（注）上記のほか、単元未満株式を１株所有しており、当該株式は、上記「発行済株式」の「単元未満株式」欄に含

　　　めております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則という。」）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、仰星監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,621,009 2,472,984

受取手形、売掛金及び契約資産 834,945 899,538

商品及び製品 129,112 149,814

仕掛品 82 2,429

原材料及び貯蔵品 2,305 2,522

その他 183,433 148,031

貸倒引当金 △5,884 △5,946

流動資産合計 3,765,003 3,669,373

固定資産   

有形固定資産 627,698 687,498

無形固定資産   

のれん 13,674 226,427

その他 338,074 373,477

無形固定資産合計 351,748 599,905

投資その他の資産   

投資有価証券 371,538 280,035

その他 341,519 388,907

貸倒引当金 △78,437 △78,439

投資その他の資産合計 634,619 590,503

固定資産合計 1,614,067 1,877,907

資産合計 5,379,071 5,547,281
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 545,092 544,494

１年内返済予定の長期借入金 54,028 53,328

未払法人税等 264,317 287,748

ポイント引当金 100,348 108,965

賞与引当金 24,820 30,346

その他 489,374 455,511

流動負債合計 1,477,980 1,480,394

固定負債   

長期借入金 85,568 58,904

資産除去債務 61,283 61,533

その他 90,714 76,283

固定負債合計 237,566 196,720

負債合計 1,715,546 1,677,115

純資産の部   

株主資本   

資本金 657,660 657,660

資本剰余金 600,154 602,168

利益剰余金 2,562,150 2,735,782

自己株式 △186,680 △157,906

株主資本合計 3,633,284 3,837,704

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,592 1,871

その他の包括利益累計額合計 2,592 1,871

新株予約権 27,647 30,589

純資産合計 3,663,524 3,870,166

負債純資産合計 5,379,071 5,547,281
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 4,436,147 5,004,699

売上原価 2,374,456 2,730,964

売上総利益 2,061,690 2,273,734

販売費及び一般管理費 ※ 1,495,259 ※ 1,675,282

営業利益 566,431 598,452

営業外収益   

受取利息 203 2,120

受取配当金 6 10

受取家賃 3,610 3,610

固定資産売却益 31 36

受取保険金 1,226 4,574

その他 2,125 2,973

営業外収益合計 7,204 13,325

営業外費用   

支払利息 641 616

支払手数料 1,072 1,010

賃貸収入原価 1,125 1,125

投資事業組合運用損 － 4,415

その他 1,962 2,405

営業外費用合計 4,802 9,574

経常利益 568,833 602,203

特別利益   

投資有価証券売却益 56,258 27,458

特別利益合計 56,258 27,458

特別損失   

減損損失 2,843 260

特別損失合計 2,843 260

税金等調整前中間純利益 622,248 629,401

法人税、住民税及び事業税 207,657 283,739

法人税等調整額 16,914 △26,700

法人税等合計 224,571 257,038

中間純利益 397,677 372,363

親会社株主に帰属する中間純利益 397,677 372,363
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 397,677 372,363

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △19,672 △721

その他の包括利益合計 △19,672 △721

中間包括利益 378,004 371,642

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 378,004 371,642
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 622,248 629,401

減価償却費 61,840 99,167

のれん償却額 3,085 17,708

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,894 63

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,993 5,526

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,452 8,616

受取利息及び受取配当金 △210 △2,130

受取保険金 △1,226 △4,574

支払利息 641 616

固定資産売却損益（△は益） △31 29

減損損失 2,843 260

投資有価証券売却損益（△は益） △56,258 △27,458

投資事業組合運用損益（△は益） － 4,415

売上債権の増減額（△は増加） △37,724 △64,538

棚卸資産の増減額（△は増加） △23,320 △23,266

仕入債務の増減額（△は減少） 15,774 △597

未払費用の増減額（△は減少） 5,312 1,687

未払金の増減額（△は減少） 2,386 △15,001

その他 △51,223 17,738

小計 544,491 647,666

利息及び配当金の受取額 210 2,130

利息の支払額 △645 △603

法人税等の支払額 △24,877 △253,075

保険金の受取額 1,553 4,437

営業活動によるキャッシュ・フロー 520,732 400,555

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △43,532 △122,704

有形固定資産の売却による収入 2,702 4,531

無形固定資産の取得による支出 △101,575 △81,347

投資有価証券の取得による支出 △75,968 △139,226

投資有価証券の売却による収入 175,901 252,701

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ ※２ △227,849

その他 △1,113 △936

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,585 △314,832

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △64,764 △27,364

リース債務の返済による支出 △12,513 △11,788

社債の償還による支出 △20,000 －

自己株式の取得による支出 △136,800 －

配当金の支払額 △195,009 △198,730

財務活動によるキャッシュ・フロー △429,087 △237,882

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 48,059 △152,159

現金及び現金同等物の期首残高 2,259,433 2,625,184

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 2,307,492 ※１ 2,473,025
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間において、オートレックス株式会社の全株式を取得したため、連結の範囲に含めており

ます。

（２）連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

オートレックス株式会社は、当中間連結会計期間より決算日を８月31日から３月31日に変更しております。

この決算期変更に伴い、当中間連結会計期間において、2025年６月１日から2025年９月30日までの４か月間を

連結しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

給料及び手当 491,568千円 559,031千円

広告宣伝費 187,707 198,795

退職給付費用 8,799 9,543

賞与引当金繰入額 20,323 26,347

貸倒引当金繰入額 2,894 63

ポイント引当金繰入額 4,452 8,616

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

現金及び預金勘定 2,042,305千円 2,472,984千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

その他流動資産（預け金） 265,187 41

現金及び現金同等物 2,307,492 2,473,025

 

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

株式の取得により新たにオートレックス株式会社を連結したことに伴う連結開始時の資産及び負債の内訳

並びに株式の取得価額と取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。

 

流動資産 24,115千円

固定資産 2,474千円

のれん 230,461千円

流動負債 △8,050千円

新規連結子会社の取得価額 249,000千円

新規連結子会社の現金及び現金同等物 △21,150千円

差引：連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 227,849千円

なお、上記の金額は、当中間連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定さ

れた金額であります。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月15日

取締役会
普通株式 195,009 36.00 2024年３月31日 2024年６月25日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月15日

取締役会
普通株式 198,730 37.00 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月13日

取締役会
普通株式 102,349 19.00 2025年９月30日 2025年12月15日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ビジネスコ
ミュニケー
ション事業

オートモー
ティブプ
ラット
フォーム事
業

AI事業
オートサー
ビス事業

計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 2,747,812 809,404 1,966 688,942 4,248,126 － 4,248,126

その他の収益 － － － 188,020 188,020 － 188,020

外部顧客への売上高 2,747,812 809,404 1,966 876,963 4,436,147 － 4,436,147

セグメント間の内部売上高又

は振替高
10,698 3,000 － － 13,698 △13,698 －

計 2,758,510 812,404 1,966 876,963 4,449,845 △13,698 4,436,147

セグメント利益又は損失

（△）
738,045 191,396 △24,039 39,484 944,886 △378,455 566,431

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△378,455千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及

びセグメント間取引消去となります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）２

中間連結損
益計算書計
上額（注）
３

 
ビジネスコ
ミュニケー
ション事業

オートモー
ティブプ
ラット
フォーム事
業

AI事業
オートサー
ビス事業

計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 3,124,385 851,317 3,550 777,552 4,756,806 － 4,756,806

その他の収益 － － － 247,892 247,892 － 247,892

外部顧客への売上高 3,124,385 851,317 3,550 1,025,445 5,004,699 － 5,004,699

セグメント間の内部売上高又

は振替高
12,362 － － － 12,362 △12,362 －

計 3,136,748 851,317 3,550 1,025,445 5,017,061 △12,362 5,004,699

セグメント利益又は損失

（△）
909,285 127,727 △42,061 32,586 1,027,538 △429,086 598,452

　（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△429,086千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及

びセグメント間取引消去となります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

当中間連結会計期間において、以下のとおり報告セグメントを変更しております。

（１）「インターネットサービスグループ」の再編

WEBサービスの企画・開発・運営を担い、他セグメントの事業支援も行なっていた「インターネット

サービスグループ」のCRM領域を「ビジネスコミュニケーション事業」、メディア領域を「オートモー

ティブプラットフォーム事業」に再編成し、サービス毎に適切な事業領域のセグメントに再配置するこ

とで、経営資源の最適配分を行うとともに、事業活動の実態をセグメント区分に反映させ、業績進捗を

より適正に管理・評価し開示を行うことができるものと判断いたしました。

（２）「AI事業」の追加

当社グループの成長戦略として、AI分野への注力をさらに強化していくにあたり、AI関連事業を独立

してセグメント化いたします。これにより、戦略的投資の方針と資源配分を明示し、当社グループの業

績に与える影響を可視化することで、投資家・株主の皆様への透明性の高い情報提供の実現を図りま

す。

（３）セグメント名称の変更

事業環境や社会の変化に柔軟に対応していく事業内容を踏まえ、各セグメントの事業領域及び戦略を

明確化することを目的として、従来の「SMSソリューショングループ」を「ビジネスコミュニケーショ

ン事業」、従来の「U-CARソリューショングループ」を「オートモーティブプラットフォーム事業」

に、「オートサービスグループ」を「オートサービス事業」に名称を変更いたします。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、上記変更後の計算方法によって作成したものを開示して

おります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「オートモーティブプラットフォーム事業」セグメントにおいて、当中間連結会計期間にオートレックス

株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことに伴いのれんが230,461千円発生し増加しております。

　なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に

算定された金額であります。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　オートレックス株式会社

事業の内容　　　　　中古トラックを中心とする情報掲載サイト運営

 

（２）企業結合を行った主な理由

当社グループは、ビジネスコミュニケーション事業およびオートモーティブプラットフォーム事業を中核に企

業のデジタル化を推進し、既存事業の競争力強化と新たな成長領域への拡大を重要施策に掲げております。

その一環として、オートモーティブプラットフォーム事業が蓄積してきた自動車販売業務支援ノウハウと、全

国に展開している営業・サポート拠点を活用し、商用車（トラック）市場への本格進出を検討してまいりまし

た。

オートレックスは、中古トラックの販売・買取を行う全国の事業者が集まる情報掲載サイト「トラックバン

ク」などを運営しており、国内最大級の掲載台数と幅広い顧客基盤、豊富な専門知識を有しています。

これらは当社グループの強みであるデジタル技術やソリューション開発力との親和性が高く、両社の経営資源

とケイパビリティを統合することで、大きなシナジーを創出できると判断いたしました。

 

（３）企業結合日

2025年５月30日（株式取得日）

2025年５月31日（みなし取得日）

 

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

 

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

 

（６）取得した議決権比率

100％

 

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

 

２．中間連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年６月１日から2025年９月30日まで

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 249,000千円

取得原価  249,000千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー業務に対する報酬・手数料：11,000千円

 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

230,461千円

 

（２）発生原因

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったことによります。

なお、のれんの金額は、当中間連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定

された金額であります。

 

（３）償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

(1)１株当たり中間純利益 73.88円 69.25円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 397,677 372,363

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
397,677 372,363

普通株式の期中平均株式数（株） 5,382,862 5,376,933

(2）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 73.67円 －

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する中間純利益調整額

　（千円）
－ －

　普通株式増加数（株） 15,139 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、

前連結会計年度末から重要な変動があったものの概

要

第10回新株予約権

新株予約権の数　229個

（普通株式　22,900株）

第11回新株予約権

新株予約権の数　254個

（普通株式　25,400株）

－

（注）当中間連結会計期間における潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

(1) 期末配当

2025年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………198百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………37円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年６月27日

（注）2025年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

(2) 中間配当

2025年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………102百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………19円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年12月15日

（注）2025年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月10日

 

株式会社ファブリカホールディングス

取　締　役　会　御　中

 

 

仰星監査法人

名古屋事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 淺井　孝孔

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　利弥

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファブ

リカホールディングスの2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日か

ら2025年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括

利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社ファブリカホールディングス及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　 上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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